
紀の里地域版

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

支店だより
News from branch offices

●紀の里地域本部　●〒649-6494　和歌山県紀の川市上野12-5　●電話│0736・77・7801（代表）　●FAX│0736・77・6205

ＪＡわかやま紀の里地域本部は12月３日、
「令和7年度ＪＡわかやま紀の里地域総代懇談
会」を紀の川市の粉河ふるさとセンターで開催
しました。総代113人と岩上昌義副組合長、本
店及び同地域本部の役職員らが出席しました。
岩上副組合長の開会の挨拶から始まり、令
和7年度上半期仮決算についての概況や実績、
自己改革進捗状況等について報告した後、意
見交換を行いました。

最後に同地域本部の中山裕之本部長から日
頃のお礼の挨拶をして閉会しました。

１２月４日、粉河支店金融窓口にて防犯訓練を行
いました。
当日は岩出警察署の署員が実際に強盗犯に扮し

て、強盗から逃走までの一連の流れを行い、緊張感
のある訓練となりました。
最近では、強盗のみでなく、振り込め詐欺やフィッ

シング詐欺が増加しているので、職員一同、日頃から
防犯意識を高めていきます。

防犯訓練粉河
支店

１１月１９日、東部流通センターにて「八朔の目揃え

会」が開催されました。当日は生産者が集まり、出荷に

向けて品質や規格の確認を行いました。

八朔は爽やかな酸味と香りが特徴で、ビタミンCや

クエン酸を多く含み、疲労回復や免疫力向上に役立

つとされています。また食物繊維も豊富で健康づくり

に適した柑橘です。是非ご賞味ください。

八朔の「目揃え会」開催那賀
支店

JAわかやま
紀の里地域 総代懇談会
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小学生 稲刈り体験打田
支店

１１月２５・２６日に年金友の会岩出支部において親
睦旅行が行われ、今回は静岡県焼津市方面へ７３名の
参加をいただきました。
１日目には小國神社やグリンピア牧之原等を訪問し、
焼津で魚料理を食べ、夜には焼津黒潮温泉を堪能し、
毎年恒例の宴会で盛り上がりました。
２日目には久能山東照宮等を訪問し、天気も良く富
士山も見え絶景を堪能することができ、最高の親睦旅
行となりました。皆さまも参加してみませんか。年金
の受け取りはJAで！

年金友の会親睦旅行岩出
支店

11月22日、「貴志川支店ふれあいまつり」を開催
いたしました。当日は天気にも恵まれ、大勢の皆様に
ご来場いただきました。
もちつき体験では列ができ、ちいさな子どもたちが
一生懸命杵でもちをつき、出来上がったおもちはきな
粉に付けて皆様に振舞いました。
ステージでは、大声コンテスト、スコップ三味線、よ
さこい踊りやビンゴゲーム、カラオケ大会などが催さ
れ大変盛り上がりました。
当日は事故もなく、無事に開催する事が出来ました。
来場された皆様ありがとうございました。

貴志川支店
ふれあいまつり

貴志川
支店

11月27日、桃山支店にて、あら川の桃トレーニン
グファームの閉講式と開講式が行われました。研修
生1名が2年間の研修を経て12月より桃農家として
デビューすることになりました。
出席者からお祝いや激励の言葉を受け、2年間支

えていただいた方への感謝と「今度は、これから桃農
家を目指す人たちのために役立ちたい」と抱負を力
強く述べました。
開講式では新たに2名の研修生を迎えることとな

りました。2年後の成長が今から楽しみです。

桃山
支店

トレーニングファーム
から桃農家誕生

打田支店では１０月２８日に池田、田中小学校の５
年生を対象に稲刈り体験を行いました。
当日は天候に恵ま

れ、小学生は青年部
のお兄さんたちから
鎌の使い方について
教わり指を怪我しな
いように、元気いっ
ぱい稲刈りを行いま
した。
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JAわかやまホームページ▶組合員様専用ページ
右図と同じユーザー名とパスワードを入力して
ログインしてください。

【組合員様専用ページを見るには】
インターネットで以下のアドレスを入力
https://members.ja-kinosato.or.jp/

または

aguri

kinosato11

令和８年度　栽培暦例は
ホームページからもご覧になれます

●営農センター　●〒649-6414　●和歌山県紀の川市打田1414　●電話│0736・77・0810　●FAX│0736・77・0377

野
　
菜

厳
寒
期
は
根
張
り
優
先
の
生
育
の
た
め
、

過
度
の
乾
燥
は
春
期
の
生
育
に
影
響
す
る
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

玉
葱

●
追
肥
（
第
二
回
目
）、
防
除
、
除
草
に
つ
い

て
は
、
表
1
を
参
考
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
べ
と
病
が
多
発
傾
向
に
つ
き
、
ピ
シ

ロ
ッ
ク
フ
ロ
ア
ブ
ル
に
よ
る
早
期
防
除
を
必
ず

行
い
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
ご

厳
寒
期
に
入
り
、
光
と
適
度
な
温
度
を
確
保

し
、
草
勢
管
理
と
着
色
不
良
果
の
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

●
草
勢
管
理

夜
間
は
最
低
５
℃
以
上
に
保
っ
て
く
だ
さ

い
。
収
穫
後
の
果
梗
は
早
期
に
除
去
し
て
く
だ

さ
い
。

摘
葉
は
、
枯
葉
を
除
去
す
る
程
度
に
し
ま

す
。
摘
葉
す
る
枯
れ
た
下
葉
の
付
け
根
が
生
き

て
い
る
場
合
は
水
不
足
、
肥
料
不
足
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
通
路
が
湿
っ
て
い
て
も
株
元
が

乾
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
か
ん
水
間
隔

は
５
日
以
上
空
け
ず
、
葉
に
陽
光
が
当
た
っ
て

か
ら
３
時
間
後
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
昼
過
ぎ
ま

で
の
ハ
ウ
ス
内
温
度
は
25
℃
を
目
標
に
管
理
し

ま
す
。

花
芽
分
化
後
の
い
ち
ご
は
根
へ
の
養
分
供
給

が
少
な
い
た
め
、
定
期
的
に
酸
素
供
給
剤
の

「
Ｍ
・
Ｏ
・
Ｘ
」
10
ℓ
／
10
ａ
の
か
ん
注
も
効

果
的
で
す
。（
土
耕
の
場
合
）

草
勢
維
持
と
大
玉
つ
く
り
を
目
的
に
、
第
二

果
房
の
摘
果
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
果
房
の
頂
果

が
色
付
い
て
き
た
頃
が
摘
果
の
時
期
で
、
結
果

枝
が
爪
楊
枝
よ
り
細
い
も
の
を
間
引
き
ま
す
。

※
防
除
に
つ
い
て
は
「
紀
の
わ　

11
月
号
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
寸
そ
ら
豆

天
候
に
よ
り
病
気
の
発
生
が
多
く
な
る
こ
と

が
あ
る
為
、
予
防
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
株
当
た
り
6
～
7
本
に
整
枝
し
、
倒
伏
防

止
の
た
め
株
元
中
心
に
４
～
５
㎝
の
厚
さ
に
土

寄
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

土
寄
せ
は
一
度
に
多
量
の
土
を
盛
る
と
株
が

弱
り
ま
す
の
で
数
回
に
分
け
、
少
量
ず
つ
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

畝
の
両
側
に
支
柱
を
立
て
テ
ー
プ
な
ど
を
引

き
倒
伏
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
は
、
表
2
を
参
考
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ

●
防
除

冬
期
で
も
害
虫
の
発
生
が
見
ら
れ
る
た
め
、

初
期
防
除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
強
風
で
過

度
に
揺
す
ら
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、支
柱
・

ネ
ッ
ト
の
設
置
を
早
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
は
、
表
３
を
参
考
に
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

青
ね
ぎ

●
播
種

１
～
３
月
播
き
は
ハ
ウ
ス
ま
た
は
ト
ン
ネ
ル

育
苗
を
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
間
は
温
度
が
低
下

す
る
た
め
、
保
温
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
中
の
晴
天
時
は
ハ
ウ
ス
を
閉
め
切

る
と
高
温
に
な
る
た
め
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。播

種
粒
数
は
128
穴
の
プ
ラ
グ
ト
レ
イ
で
８
～

10
粒
を
目
安
に
播
種
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ャ
ベ
ツ

生
育
が
進
む
と
と
も
に
、
菌
核
病
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
葉
が
旺
盛
に
な
っ
て
か

ら
で
は
薬
剤
の
効
果
が
劣
る
の
で
、
低
温
期
か

ら
表
４
を
参
考
に
予
防
散
布
に
努
め
、
発
生
し

た
株
は
除
去
し
、
圃
場
外
に
持
ち
出
し
ま
し
ょ

う
。

表 1. 玉葱の管理例
〇追肥

栽培方法 時　期 追肥（10a当たり）
青切り栽培 1月下旬 アズマップ 545	 40㎏

吊り玉用栽培 2月上旬 アズマップ 545	 40㎏
又は紀の里 5号ペレット	 220㎏

〇防除
病害虫名 薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数

ハモグリバエ類 マラソン乳剤 1000倍 7日/6回
白色疫病，べと病 ジマンダイセン水和剤 500倍 3日/5回
べと病 ピシロックフロアブル 1000倍 前日/3回
〇除草

雑草名 薬剤名 希釈倍数
イネ科雑草 セレクト乳剤 75㎖を水100ℓに溶かして
広葉雑草 バサグラン液剤 120㎖を水100ℓに溶かして

＊雑草の発生が認められる場合、なるべく雑草が小さい頃に除草剤を散布してください。

表2. 一寸そら豆の防除例

病害虫名 薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数

アブラムシ類
マラソン乳剤 1000倍 7日 /3回

ハモグリバエ類

さび病，輪紋病 ジマンダイセン
水和剤 600倍 30日 /3回

表3. ウスイエンドウの防除例

害虫名 薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数

ハモグリバエ類
マラソン乳剤 1000倍 7日 /3回

マメシンクイガ

表4. キャベツの防除例

病気名 薬剤名 倍　数 使用時期 / 使用回数

菌核病

パレード20
フロアブル 2000倍 前日 /3回

シグナムWDG 1500倍 7日 /2回

ゲッター水和剤 1500倍 7日 /2回

ファンタジスタ
顆粒水和剤 2000倍 3日 /3回

ロブラール
水和剤 1000倍 7日 /4回
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●
土
壌
管
理

先
月
に
引
き
続
き
、
土
づ
く
り
、
土
壌
改
良

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
み
か
ん
・
中
晩
柑
類
）

土
づ
く
り
と
し
て
、
10
ａ
当
た
り
完
熟
堆
肥

２
ｔ
を
目
安
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
又
、
完

熟
堆
肥
の
施
用
が
で
き
な
い
場
合
は
、
ア
ヅ
ミ

ン
80
㎏
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
壌
改
良
と
し
て
10
ａ
当
た
り
苦
土

セ
ル
カ
２
号
又
は
セ
ル
カ
120
㎏
を
施
用
し
て
く

だ
さ
い
。
土
壌
分
析
結
果
よ
り
、
苦
土
が
少
な

い
と
診
断
さ
れ
た
園
地
で
は
、
10
ａ
当
た
り

ス
ー
パ
ー
マ
グ
60
㎏
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
レ
モ
ン
）

土
づ
く
り
と
し
て
10
ａ
当
た
り
完
熟
堆
肥
２

ｔ
を
、 

土
壌
改
良
と
し
て
10
ａ
当
た
り
苦
土
セ

ル
カ
2
号
120
㎏
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

柑
　
橘

柑
橘
の
剪
定
は
寒
波
の
心
配
が
少
な
く
な
る

２
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
行
い
ま
す
。
剪
定
で
切
り

す
ぎ
る
と
葉
数
が
少
な
く
な
る
た
め
、
剪
定
量

は
全
体
葉
数
の
２
割
程
度
を
落
と
す
程
度
に
留

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
間
伐

密
植
園
は
風
通
し
や
日
当
た
り
が
悪
い
た

め
、
枯
れ
枝
が
増
え
、
薬
剤
散
布
の
か
け
ム
ラ

が
で
き
や
す
く
な
り
病
害
虫
被
害
が
多
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
亜
主
枝
上
の
横
枝
が
な
く
な
る

た
め
収
量
が
減
少
し
ま
す
。
ま
ず
は
間
伐
を
行

い
、
作
業
の
し
や
す
い
園
地
作
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

●
剪
定

内
向
枝
や
亜
主
枝
上
の
立
枝
は
、
樹
形
を
乱

し
、
樹
幹
内
部
を
暗
く
す
る
た
め
早
期
に
切
除

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
大
き
な
枝

を
切
除
す
る
場
合
は
、
樹
勢
低
下
な
ど
を
引
き

起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
２
～
３
年
か
け
て

段
階
的
に
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
図
１
）

・
み
か
ん
の
剪
定

【
表
年
樹
】
着
花
量
が
多
い
と
予
想
さ
れ
る
樹

結
果
母
枝
が
多
く
あ
る
の
で
、
間
引
き
せ
ん

定
を
主
体
と
し
ま
す
。
充
実
し
た
夏
枝
は
切
ら

ず
に
着
果
さ
せ
て
樹
勢
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

【
裏
年
樹
】
結
果
母
枝
数
が
少
な
い

着
果
量
を
確
保
す
る
こ
と
を
第
一
に
、
せ
ん

定
は
成
り
跡
（
果
梗
枝
）
の
除
去
な
ど
弱
め
に

行
い
ま
す
。
ま
た
、
着
花
の
確
認
で
き
る
４
月

中
旬
以
降
に
せ
ん
定
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

・
中
晩
柑
類
の
剪
定

中
晩
柑
類
は
大
玉
生
産
が
目
標
で
、
着
花
量

を
抑
え
て
春
芽
の
発
生
を
促
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
下
垂
枝
の
切
り
返
し
や
成
り
跡（
果
梗
枝
）

の
除
去
を
行
い
、
樹
勢
の
強
化
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
た
だ
し
、
大
幅
に
葉
数
が
少
な
く
な
る
よ

う
な
強
剪
定
は
、
樹
勢
が
低
下
す
る
原
因
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅
２
月
に
入
る
と
開
花
期
と
な
り
ま
す
。
結
実

を
安
定
さ
せ
る
為
に
も
受
粉
樹
（
南
高
の
場
合

は
小
粒
南
高
な
ど
）
の
混
植
や
、
受
粉
用
ミ
ツ

バ
チ
の
導
入
を
行
い
ま
し
ょ
う（
表
１
）。ま
た
、

受
粉
樹
が
少
な
い
園
で
は
、
園
内
に
受
粉
樹
の

枝
挿
し
を
行
う
の
も
効
果
的
で
す
（
図
１
）。

表1. 施肥例

品   種 施肥量（10a当たり）

みかん
河　北

・完熟堆肥… …………………………… ２ｔ
 又は アヅミン… …………………… 80kg
・苦土セルカ２号………………………１２０㎏
　又は セルカ… ………………………１２０㎏
　（土壌分析結果により、苦土が少ない園では、
     スーパーマグ６０㎏）

河　南

中晩柑類

八　朔

不知火
清　見
はるみ

レモン ・完熟堆肥……………………………………2t 
・苦土セルカ2号… ………………… 120kg

主枝の高さは
第一亜主枝の
先端から４５度

亜主枝・側枝の先は
基部より高い目に
まで切り戻す

亜主枝・側枝の先は
基部と平行に下垂
している場合は
平行まで切り戻す

地面近くの主幹 
から発生している
力枝は切除できる
だけ若木の内に
切り落としておく

中晩柑タイプ 温州みかんタイプ

図 1. 柑橘剪定のイメージ

①

②

③
④④

⑤

⑥
45°

22.5°

①樹高の切り下げ：樹高は横幅の
5～6割にする（横幅が5ｍなら
樹高は2.5ｍ）
②主枝との競合枝を削除：放置す
るとさらに徒長し影響が大きく
なる
③内向枝：内部に日照が入りにく
く枯れ枝の発生を助長する
④亜主枝への被さり枝：切除する
か切り戻す
⑤亜主枝上の立枝：基部から切除
⑥下垂枝・枯れ枝の切除

表 1. ミツバチの導入について

時　　期 ・開花３分～５分咲頃

巣箱の数 ・10ａ当たり1箱程度

活動状況 ・気温12℃で活動を始め、15℃以上で無風の日に
飛来活動が活発になります。

巣箱設置
（注意点！）

・朝日が当たり、南向きの風が当たらない場所に巣箱
を設置してください。
・ミツバチの出入り口を南向きにし、出入り口に雨
水が入らないようにやや傾けてください。

・設置したら出入り口は開けたままにしてください。
閉めてしまうとミツバチの群れの熱で死んでしま
うため、絶対に閉めないでください。
・巣箱を設置している間は、農薬の散布を行わない
でください。

缶などに開花した
受粉樹の枝を挿す

水
↑

図 1. 受粉樹の枝挿し
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿
引
き
続
き
、
剪
定
と
土
作
り
の
時
期
に
な
り

ま
す
。
剪
定
が
終
わ
っ
た
園
で
は
、
粗
皮
削
り

を
行
い
越
冬
病
害
虫
（
カ
キ
ノ
ヘ
タ
ム
シ
ガ
・

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
）
対
策
と
落
葉
の
処
理
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
モ
モ

ふ
く
ろ
み
病
の
防
除
時
期
で
す
。
病
原
菌
は

桃
の
縮
葉
病
菌
と
同
属
で
防
除
は
無
風
の
日
を

選
ん
で
枝
先
ま
で
丁
寧
に
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。（
表
３
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃
剪
定
も
ほ
ぼ
終
わ
り
の
時
期
で
す
が
、
見
直

し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
せ
ん
孔
細
菌
病

対
策
と
し
て
、防
風
ネ
ッ
ト
や
防
風
樹
の
点
検
、

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
カ
ー
の
除
去
、
排
水
溝
な

ど
を
見
回
り
、
改
善
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
直
し

ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

剪
定
後
は
誘
引
作
業
の
時
期
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
剪
定
が
終
わ
っ
て
い
な
い
園
で
は
、
樹
液

が
流
れ
出
る
時
期
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
で

き
る
限
り
早
期
に
終
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
じ
く

剪
定
が
終
わ
っ
て
い
れ
ば
防
寒
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
防
寒
対
策
と
し
て
主
枝
上
に
ワ
ラ

な
ど
を
巻
き
つ
け
て
保
護
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

ハ
ウ
ス
栽
培
の
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
時
期
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
品
種
毎
の
被
覆
時
期
は
、
紀
の

わ
１
月
号
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
露
地
の

マ
ル
チ
被
覆
時
期
は
2
月
10
日
頃
で
す
。
マ
ル

チ
被
覆
前
は
、
土
壌
が
十
分
に
湿
っ
た
状
態
に

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
ル
チ
被
覆
を
行
う
こ
と
で

萌
芽
を
早
め
、
揃
い
を
良
く
し
ま
す
。
マ
ル
チ

被
覆
前
に
は
、
除
草
剤
の
散
布
と
芽
出
し
肥
を

施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
除
草
剤
は
、
10
ａ
当
た

り
に
、
ザ
ク
サ
液
剤
500
㎖
と
、
ゴ
ー
ゴ
ー
サ
ン

乳
剤
300
㎖
を
水
150
ℓ
に
溶
か
し
、
全
面
に
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

芽
出
し
肥
は
10
ａ
当
た
り
に
、
紀
の
里
５
号

ペ
レ
ッ
ト
50
㎏
又
は
ス
ー
パ
ー
Ｉ
Ｂ
Ｓ
562
を
30

㎏
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
肥
料
が
多
い
と
奇
形

花
や
病
害
発
生
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
プ
レ
ー
マ
ム

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
換
気
不
足
に
よ
り
ハ
ウ

ス
内
が
多
湿
条
件
に
な
り
が
ち
で
す
。
白
さ
び

病
・
灰
色
か
び
病
等
の
発
生
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

か
ん
水
は
晴
天
日
を
選
び
、
葉
に
陽
光
が
当

た
っ
て
か
ら
３
時
間
後
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
病
害
へ
の
防
除
は
予
防
散
布
と
な
り
ま

す
の
で
定
期
的
な
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

防
除
薬
剤
は
、
表
１
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ス
ト
ッ
ク

灰
色
か
び
病
の
発
生
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ハ
ウ
ス
内
が
15
～
20
℃
で
、
多
湿
に
な
る

と
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
か
ん
水
・
農
薬

散
布
は
晴
天
の
午
前
中
に
行
い
夕
方
ま
で
に
乾

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

灰
色
カ
ビ
病
の
防
除
薬
剤
は
紀
の
わ
１
月
号

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ベ
ニ
バ
ナ
（
露
地
）

春
播
き
栽
培
の
播
種
時
期
は
、
２
月
下
旬
～

３
月
下
旬
で
行
い
ま
す
。
播
種
時
期
が
遅
く
な

る
と
、
草
丈
が
短
く
な
り
蕾
数
も
少
な
く
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
元
肥
と
し
て

燐
加
安
44
号
を
10
ａ
当
た
り
に
40
～
60
㎏
施
用

し
て
く
だ
さ
い
。

播
種
に
つ
い
て
は
、
15
㎝
×
６
目
マ
ス
の
フ

ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
１
マ
ス
に
２
～
３
粒

播
き
と
し
、
種
子
が
隠
れ
る
程
度
に
か
る
く
覆

土
を
す
る
か
バ
ー
ク
堆
肥
等
で
覆
う
よ
う
に
し

ま
す
。

ま
た
、
播
種
後
は
か
ん
水
し
発
芽
を
促
し
て

く
だ
さ
い
。

表 2. 品目別施肥例

品　目 時　期 施肥量（10a当たり）

柿 1月～2月
土壌改良

完熟堆肥…2t　又は　アヅミン…80kg
苦土セルカ2号 又は セルカ……120kg
※土壌分析結果で苦土が少ない園では、スーパーマグ…60kg

表 3. 品目別防除例

品　目 防除時期 対象病害虫 薬剤名 倍　数 使用基準
(収穫前日数／回数)

スモモ 2月上旬 ふくろみ病

(展着剤) 
アビオン－E 1000倍 －／－

トレノックス
フロアブル 500倍 14日／3回

表 1. スプレーマムの防除例
＊薬斑防止に展着剤のスカッシュ 1500 倍を加用してください。

病気名 薬剤名 倍　数

白さび病

チルト乳剤 25 3000 倍

ラリー乳剤 3000倍

アンビルフロアブル 1000倍

ポリオキシンAL水溶剤 2500倍 ※花弁薬害注意

ストロビーフロアブル 2000倍 単体用。薬害注意。

ハチハチ乳剤 1000倍

灰色かび病

ファンタジスタ顆粒水和剤 3000倍

ゲッター水和剤 1000倍

パレード 20フロアブル 2000倍
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農業塾第１６期卒業式
12月11日（木）第16期農業塾の卒業式を

行いました。今期の受講生は23名。
全13回の講義中、全出席の方が5名もお

られ、皆様には最後まで熱心にご参加を頂き
ました。意見交換会やアンケートで頂いた内
容を参考に、今後も農業塾運営に取り組んで
まいります。第１７期生の募集は1月外務デー
のチラシ配布で行います。

営
農

金
融

＊休日渉外訪問活動のご案内＊
渉外担当者が休日に訪問させていただ

き、共済の請求漏れはないかの確認や、各
種相談に対応させていただく活動を行って
います。

例えば…
貯金・学資金の準備・住宅の新築、
リフォーム・車の購入
住宅ローン金利見直し・老後の年金・
相続・建物の保障
生命共済（保険）の加入内容について等

＊わからないこと、困ったことは各支店窓口・
渉外担当者までお気軽にお問い合わせくだ
さい。

2月のおすすめ果物
2月は、果物がいちばん美味しくなる品目が多く、食卓が華やぐ季節

です。
八朔・不知火・清見・はるみなどの中晩柑類は酸味のバランスがよく、

爽やかな香りとともに旬の味わいを楽しめます。
また、苺も甘さが増し、品種ごとの味わいの違いがよりはっきりと感

じられる季節です。デザートやおやつとして人気があります。
さらに、キウイフルーツも２月は美味しさが安定し、ほどよい酸味と

さわやかな甘みが楽しめます。ビタミンが豊富で、寒い時期の健康づく
りにぴったりの果物です。２月は、旬の果物の魅力をたっぷり堪能でき
る時期です。ぜひ季節の味わいをご家庭でお楽しみください。

「肥料空袋・農薬空容器・紀の川柿使用済ポリ袋」回収のご案内
購買部では、令和８年２月に肥料空袋、農薬空容器、ポリ袋の回収を各営農経済センター・事業所の購

買で行います。回収についてはそれぞれ、
●肥料空袋はJA品とJA品以外で区別して、二つ折りでヒモを十字に縛って氏名を記入してください。
●農薬空容器はポリ容器に限ります。必ず水洗いをして、フタをせずに透明なゴミ袋に入れて縛り、氏名
を記入してください。
●紀の川柿使用済ポリ袋は、透明のゴミ袋に入れて縛り氏名を記入してください。
処理費用については、JA品以外の肥料空袋・農薬空容器・紀の川柿使用済ポリ袋は有料です。JA品の

肥料空袋は、今年も処理費用は無料です。また、持ち込みには委任状が必要となります。
詳細・委任状については１月配布の「紀のわ」折り込みの案内、もしくは最寄りの営農経済センター、事

業所の購買までお問い合わせください。

販
売

購
買

２月訪問日は
2月22日（日）です！！
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